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1目はじめに
第 2著者は，小学校から中学校にかけて1学年1学級しかない小規模校で育った。小規
模校では普通校より，教師の目がいきとどいていることや，大きな場での発表の回数が多か
ったことを覚えている。小規模校での学校生活が第2著者の性格に大きく影響していたの
だと，思っている。このことが本研究の著想のはじまりである。
本論で取り上げている「小規模校」とは，学校教育法施行規則，第四章，小学校，第一節，
設備編制，第四十一条に「小学校の学級数は， 12学級以上 18学級以下を標準とする」と
示されていることから，これを「普通校」であると考え， 11学級以下を持つ小学校のこと
を「小規模校」と定義した。ちなちに，今回の研究対象としている「小規模校」では一番大
きい学校が6学級を持っていた。また「性格」とは，個人のさまざまな要因の積み重ねの結
呆であると考え，そのような集合体を「性格」として定義している。
2 研究方法
小規模校の性格特性を調べるために，著者らは鹿児島県の小規模校5校の4学年～6学
年の児童87名に性格検査のアンケート調査を実施した。そして，小規模校の児童の特性を
理解するための比較対象として，普通校（長崎大学附属小学校，以降普通校と表記）の4学
年～6学年の児童 250名にも同様のアンケート調査を行った。この調査用紙（アンケート）
は村上宣寛・村上千恵子（2008）の「主要5因子性格検査ハンドブック，小学生用主要5因
子性格検査」で示した提示モデルを使用した。小規模校と普通校のアンケートの集計結果か
ら，小規模校と普通校のデータを分析し，小規模校の児童の性格特性を明らかにした。
2. 1主要5因子性格検査
主要5因子性格検査とは人の基本的な性格を効率的に測定するための検査として提案さ
れているもので， 1990年代後半以降，心理学を含む多くの領域で採用されている。この検
査では，性格の基本次元が5因子であるというコンセンサス（wiggins＆’l'rapnell, 1996) 
から作られたものである。 5つの主要の因子を調べることで，性格の基本的な特徴が把握で
きると見ている。 5つの因子とは，外向性，協調性，良識性，情緒安定性，知的好奇心の5
つの項目を指す。本研究ではこの検査を有効であるとの前提で実施されたものである.5つ
の項目を簡潔に説明しておこう。
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( 1)外向性
外向性で高い数値となった場合，にぎやかで，元気が良く，話好き，勇敢で，冒険的，積
極的な性格であるといえる。逆の場合はおとなしく，無口で，引っ込み思案，臆病で，不活
発な性格であるといえる。
(2）協調性
協調性の値が高い場合，温かく，誰にでも親切な，愉快で，人情のあつい，気前のよい，
協調性の高い性格であるといえる。逆の場合は，不親切で，冷たく，利己的，疑い深い，非
協力的な，協調性にかける性格であるといえる。
(3）良識性
良識性の値が高い場合，責任感があって仕事や勉強に良心的，精力的に取り組む，勤勉な
性格である。逆の場合は，物事の取り組みが中途半端で，根気がなく，気まぐれで，浪費癖
がある，無責任でいい加減な性格であるといえる。
(4）情緒安定性
情緒安定性の値が高い場合，気分が安定していて，不平不満がなく，気楽で，嫉妬深くな
く，理性的な性格である。逆の場合は，気分が不安定で，悩みやすく，神経質で嫉妬深く，
感情的になったり，怒りっぽくなったりする性格であるといえる。
(5）知的好奇心
好奇心の値が高い場合，好奇心があって，知識の範囲が広く，物事を分析したり，考えた
りする，思慮深い，創造的，知性的な性格である。逆の場合は，好奇心に乏しく物事を分析
するのが苦手で，頭がすぐに混乱しやすい，知的好奇心に乏しい，素朴で洗練されていない
性格であるといえる。
なお，主要 5因子性格性格検査では性格のタイプを 50種類に分類する。この性格タイ
プとは測定した5因子から，高得点または低得点で目立っている因子を取り出し，それをそ
の人の性格の特徴としてタイプ別に分類したものである。
2.2 分析方法
分析手順はまず，①調べたい因子の質問項目をとりだす。そして，それぞれの質問の採点
方向にしたがって，点数をつけ点数を集許する。また，②それぞれの因子で出た合計得点を
小規模校，普通校，及び標準平均の値で比較し，小規模に在籍する児童の性格特性を分析す
る。次に，③学校別でそれぞれの因子の何点にどのぐらいの割合の児童が属しているのかを
計算する。そして，④児童一人一人の性格タイプを診断する。性格タイプの診断方法はまず，
1人1人の5因子の結果の中から目立っている因子を 1つもしくは2つ取り出す。そして，
そのとりだした因子にあてはまる性格タイプに分類していく。最後に，⑤性格タイプごとに
どのくらいの割合の児童が属しているのかを調べ，小規模校，普通校を比較し小規模校の児
童の性格特性を分析評価する，という手順となる。
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2.3回答態度の測定
本研究では測定精度を高めるために F尺度を導入している。 F尺度とはアンケート調査
への態度が適切なのかを判定するためのもので，普通の回答パターンからの逸脱を測定す
るために設定されている質問項目のことである。「はしりか「いいえ」の比率の高い項目で
構成し，逆の低頻度の回答方向を採点する。例えば，「人から親切にされると，なにか下心
がありそうで警戒しがちです。」という問題では，「いいえ」を選択する割合が高い。ここで，
「はい」と答えた人は普通の回答パターンから逸脱していると考えられる。このことから，
低頻度の回答を選択したものに点数をつけ，合計得点が 6点以上の場合は分析のためのデ
ータから除いた。このことから，有効回答率は小規模校で 100%，普通校で98%となった。
3.分析結果
(1）外向性
平均区分
外向性の値
表 1 平均値の比較（外向性）
標準平均 小規模校平均
3.44 3.04 
普通校平均
3.82 
外向性（小規模校） ｜ 外向性（普通校）
一寸
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図1 外向性の点数分布状況
表 1から，小規模校の外向性は性格検査の標準平均や普通校の平均と比べ，平均値が低
い結果となった。この結果は，小規模校の児童が人と積極的にかかわっていくタイプではな
く，むしろおとなしい性格であることが示されている。
図 1は外向性の点数分布である。高得点である 5点と 6点の占める割合は，小規模校で
は約 17%に対して，普通校では 45%にも上っている。普通校のほうが高得点に分布され
る子どもが多いということを示す。このことから，小規模校よりも普通校のほうが活発で積
極的な性格の児童が多く在籍しているということである。低得点である 0点と 1点の占め
る割合に注目してみると，小規模校の場合は 20%，普通校の場合は 15%となっている。
その差は大きくはないが小規模校の学級のほうが消極的でおとなしい児童の割合が多いと
いうことを示している。中間層（ 2点， 3点， 4点）の割合をみてみると小規模校は 63%
と大きく，普通校は 39%と普通校よりは少ない結果となっている。
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(2）協調性
平均区分
協調性の値
表2 平均値の比較（協調性）
標準平均 小規模校平均
3.87 3.99 
普通校平均
4.02 
協調性（小規模校） 協調性（普通校）
・0点・1点・2点・3点・4点・5点 .6点 ・o点 ・1点 ・2点 ・3点 ・4点 ・5点 6点
0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 
図2 協調性の点数分布状況
表 2から，小規模校の協調性の平均値は標準平均よりわずか大きく，普通校の平均より
やや小さい結果となった。この結果から，小規模校の児童は他の普通校や一般的な平均児童
と同程度の協調性があるということが言える。 5点， 6点という高得点をとった割合にしぼ
ってみると，普通校が約48%なのに対し，小規模校は約52%という結果になり小規模校
の児童のほうが高得点の児童の割合が少し多い結果となっている。低得点である 0点1点
に注目してみると小規模校が 14%なのに対し，普通校は9%という結果となり，小規模校
のほうが低得点の児童の割合もわずかながら多い結果である。これを見ると高得点，低得点
の結果からして普通校より小規模校のほうが，協調性の有る子及び無い子のばらつきが多
いのではなだろうか。
(3）良識性
平均区分
良識性の値
表3 平均値の比較（良識性）
標準平均 小規模校平均
3.59 2.49 
普通校平均
3.64 
良識性（小規模校） ｜ 良識性（普通校） I 
• O 点 ・ 1 点 ・ 2 点 ・ 3 点、 ・ 4 点 ・ 5 点 .. 6 点 • O 点 ・ 1 点 ・ 2 点 ・ 3 点 ・ 4 点 ・ 5 点 』 6 点
0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 
図3 良識性の点数分布状況
表3は良識性のそれぞれの平均値を示す。結果から標準平均と普通校の平均に比べ，小規
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模校のほうが低い結果となっている。これは小規模校の児童の性格特徴として，物事の取り
組みがやや中途半端で責任感が薄い性格の児童が多い結果である。高得点の 5,6点に着目
してみても小規模校は 15%，普通校は 40%であり，普通校のほうが物事を最後までしっか
り取り組む責任感の強い児童が多く在籍している結果となっている。
(4）情緒安定性
平均区分
情緒安定性の値
表4 平均値の比較（情緒安定性）
標準平均 小規模校平均
3.79 3.96 
普通校平均
3.40 
情緒安定性（小規模校） －「 情緒安定性（普通校） 「
・0点 ・1点 ・2点 ・3点 ・4点 ・5点 6点 • O 点 ・ 1 点 ・ 2 点 ・ 3 点 ・ 4 点 ・ 5 点 .. 6点
0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 
図4 情緒安定性の点数分布状況
情緒安定性の平均値比較では，小規模校が標準平均や普通校に比べて高い数値となった。
小規模校の児童の場合，情緒や気分が安定していて，不平不満がなく理性的な性格であるこ
とを示す。高得点である 5,6点に着目しても，小規模校が43%，普通校は27%となっ
ている。小規模校のほうが普通校よりも情緒が安定している多くの児童が在籍しているこ
とを意味する。また，全体的な点数分布を見ても，小規模校のほうが低得点の割合が少ない。
(5）知的好奇心
平均区分
好奇，b旺盛の値
表5 平均値の比較（知的好奇心）
標準平均 小規模校平均
2.17 1.93 
普通校平均
2.76 
好奇心旺盛（小規模校） 好奇心旺盛（普通校）
・0点 ・1点 ・2点 ・3点 ・4点 ・5点 6点 ・o点 ・1点 ・2点 ・3点 ・4点 ・5点 .6点
0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 
図5 知的好奇心点数分布状況
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知的好奇心の場合，それぞれの平均値で比較すると，小規模枝が標準平均や普通校の平均
よりも低い結果となった。標準平均とはあまり差がないのが，普通枝とは大きな差が出た。
このことから，普通校の児童よりも小規模校の児童の知的好奇心がやや低いということが
得られた。しかし，標準平均の値と大差ないことから，小規模校の児童の好奇心が極端に低
いわけではないことがわかる。さらに，高得点である 5,6点に着目してみると小規模枝が
9%なのに対し，普通校は24%となっており，知的好奇心があり思慮深い性格の児童が普通
校に在籍している割合が多いということがいえる。また，低得点である O点と 1点に着目
してみると小規模枝が 43%なのに対し普通校が23%となっている。このことからも，小規
模校には普通校より，物事を分析するのが苦手で知的好奇心が低い児童が在籍している割
合が多いことがいえる。
(6) 性格タイプ
性格タイプは， 2.1で示したように測定した5因子から，高得点または低得点で目立って
いる因子を取り出し，それをその人の性格の特徴としてタイプ別に分類したものである。
表6 性格タイプ分類結果
性格タイプ 5因子の特徴 普通枝 小規模核
外向的な人 外向性＋ 3.7% 1.2% 
内向的な人 外向性一 4.1% 2.4% 
温かい人 協調性＋ 5.3% 1.2% 
冷たい人 協調性一 4.1% 2.4% 
勤勉な人 良識性＋ 2.4% 1.2% 
怠惰な人 良識性一 2.8% 1.2% 
気楽な人 情緒安定性＋ 4.5% 6.1% 
神経質な人 情緒安定性一 0.4% 0% 
思慮深い人 知的好奇心＋ 2.0% 1.2% 
浅はかな人 知的好奇心一 2.8% 6.1% 
情事農家 外向性＋協調性＋ 1.2% 0% 
引きこもる人 外向性ー協調性一 0.8% 2.4% 
威張り散らす人 外向性＋協調性一 2.0% 0% 
謙虚な人 外向性一協調性＋ 1.6% 1.2% 
精力的な野心家 外向性＋良識性＋ 0% 0% 
不活発で煮え切らない人 外向性一良識性一 0% 2.4% 
悪ふざけする人 外向性＋良識性一 2.0% 2.4% 
凡帳面な仕事人 外向性一良識性＋ 1.6% 1.2% 
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（表6のつづき）
自信満々な人 外向性＋情緒安定性＋ 4.1% 1.2% 
孤独で神経質な人 外向性一情緒安定性一 0% 0% 
激情意 外向性＋情緒安定性一 0% 0% 
調やかな人 外向性一情緒安定性＋ 1.2% 2.4% 
革新的な指導者 外向性＋知的好奇心＋ 3.7% 2.4% 
おとなしい因習的な人 外向性一知的好奇心一 0.8% 0% 
くどくて大げさな人 外向性＋知的好奇心一 0.4% 0% 
膜想家 外向性一知的好奇心＋ 1.2% 0% 
頼りになる人 協調性＋良識性＋ 2.0% 1.2% 
わがままな人 協調性一良識性一 2.4% 2.4% 
のんびり屋 協調性＋良識性一 1.2% 。%
猛烈な仕事人 協調性一良融性＋ 1.2% 1.2% 
種やかで辛抱強い人 協調性＋情緒安定性＋ 0.8% 6.1% 
辛掠な批評家 協調性一情緒安定性一 0% 0% 
女々しい人 協調性＋情緒安定性一 0% 0% 
男性的な人 協調性ー情緒安定性＋ 1.2% 7.3% 
賢くて優しい人 協調性＋知的好奇心＋ 2.0% 1.2% 
偏狭で浅はかな人 協調性一知的好奇心一 1.2% 1.2% 
お人よし 協調性＋知的好奇心一 0.8% 0% 
冷実家 協調性一知的好奇心＋ 2.4% 0% 
前向きで堅実な人 良識性＋情緒安定性＋ 2.8% 0% 
だらしない人 良識性一情緒安定性一 0.8% 1.2% 
気むずかしい人 良識性＋情緒安定性一 0% 0% 
〈だけた人 良識性一情緒安定性＋ 1.2% 12.2% 
勤勉な教養人 良識性＋知的好奇心＋ 2.4% 。%
でたらめな人 良識性一知的好奇心一 1.2% 2.4% 
因習的な人 良識性＋知的好奇心一 0.8% 1.2% 
異端者 良識性一知的好奇心＋ 2.0% 4.9% 
多才な人 情緒安定性＋知的好奇心＋ 4.9% 0% 
無趣味な人 情緒安定性一知的好奇心一 0.4% 1.2% 
動じない人 情緒安定性＋知的好奇心一 2.8% 2.4% 
官能的な人 情緒安定性一知的好奇心＋ 0% 0% 
バランス 5因子バランスがとれている人 7.3% 11.0% 
表6からもわかるように，小規模校の児童に一番多く現れる性格タイプは，良識性が低く
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情緒安定性が高い「くだけた人」である。くだけた人は「形式張ったことが嫌いで情緒的に
安定している」という特徴があると言われる。小規模校の児童の 12.2%がくだけた人という
性格タイプとなったが，普通校では 1.2%しかなく，その差ははっきりしている。また，小
規模校の児童に多く現れる性格タイプの2番目は，協調性が低く情緒安定性が高い「男性的
な人」である。男性的な人は「感情に流されず競争心の高い男性的な性格」という特徴があ
ると言われる。小規模校では7.3%が男性的な人の性格タイプとなったが，普通校では 1.2%
を占め，その差が鮮明である。小規模校の3番目に多い性格タイプは，情緒安定性が高い「気
楽な人」そして協調性が高く情緒安定性も高い「穏やかで辛抱強い人」である。小規模校に
は情緒安定性が高い性格タイプが多いという結果である。また，知的好奇心が低い「浅はか
な人」も 6.1%で3番目に多いタイプとなっている。普通校では 2.8%と少ない。しかし，
普通校で多いタイプは「温かい人」「多才な人」という結果となっている。
4 考察とまとめ
( 1)外向性
小規模校が普通校よりも外向性が低い結果となっているのはなぜか．文部科学省中央教
育審議会小・中学校の設置・運営に関する在り方に関する作業部会の中の資料には，学級数
が少ないことによる課題点として「子どもが少人数であると，人間関係が固定化し， 9年間
その集団で過ごさなければならないことがある。高校に進学した際に急に大きな集団の中
に入ることになり，その中で自分を発揮できないことがあるなどの問題もある。人間関係が
固定化すると，争いを避けてディスカッションができないなど，コミュニケーション能力が
育ちにくいという指摘もある」と指摘している。このことからも，小規模校の外向性の結果
は妥当な結果ではないだろうか。
(2）協調性
協調性には小規模校と普通校の聞で大きな差はなかった。小規模校であるということが，
協調性という性格因子に大きな影響は与えないということを意味するであろう。
(3）良識性
良識性は普通校より小規模校のほうが低い結果となったのは，先行研究である「複式学級
における児童の性格特性（福田正次， 1952）」と似た結果である。先行研究では複式学級の
児童の場合は，仕事を途中で止めることがなんともなくなってきていると報告されている。
これは，複式学級の特性である自主学習が影響しているとみていた。複式学級では，毎回ド
リルやプリントなどを課すことから，なにか仕事や勉強を与えないとしないと仕事をやり
きらない性格になるという考察であった。本研究でも良識性が低いことから物事の取り組
みが中途半端であったり，責任感が少なかったりおおざっぱな性格の児童が多いという結
呆となっている。この結呆は先行研究である複式学級の特性とほぼ合致している。
(4）情緒安定性
情緒安定性は普通校より小規模校のほうが高い結果となった。また，情緒安定性が高い性
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格タイプに所属している児童も小規模校には多い。僻地・小規模校における不登校へのアプ
ローチ（久能・佐藤， 2002）の研究の中でも，小規模校では全教職員が担任であるという意
識を持っているということが指摘されている。全教職員が担任であるという意識をもって
いることで，教師が子ども一人一人を理解し見つめ，子どものシグナルに気付く可能性が高
いということである。また，子ども自身も全教職員，地域の人に見られているということを
認識し，自分を見失うことが起きにくい環境にあるとこの研究では指摘している。また，こ
の研究では全国の不登校児童数と北海道不登校児童の数と，北海道のとある市の僻地小規
模校教育研究連盟加盟校の不登校児童の数を比較している。その結呆を表7に示す。
表7 2000年度の不登校児童生徒（3 0日以上欠席者）数の比較
地区区分 ｜ 全児童数 不登校児童数
全国 I 7,366,019 25,373 
北海道 I 324,515 s10 
Z市僻地小規模校教育研究連盟加盟校 214 。
割合
0.36% 
0.27% 
0% 
表7の結呆からも分かるように，僻地・小規模校では不登校が出現しがたい環境にあるこ
とが予測できる。「不登校が少ない＝情緒が安定している」とは断言できないが，不登校が
少ないことと情緒安定性は何らかの相闘があるのではないだろうか。
(5）知的好奇心
知的好奇心が小規模校より普通校のほうが高い結果となったのはなぜだろう。文部科学
省中央教育審議会小・中学校の設置・運営に関する在り方に関する作業部会の中の資料ので
は小規模校の問題点として「良い意味での競い合いや切礎琢磨の機会が少ない」ということ
が指摘されている。また「児童が少ないことで教育活動の幅が狭くなる」「授業の中で児童
か多様な発言が引き出しにくい」と指摘している。このことが知的好奇心へとつながってい
るのではないだろうか。また，普通校のほうが好奇心旺盛の項目が高くなった理由の一つに，
今回アンケート協力を実施した普通校（長崎大学附属小学校）の授業の仕方にあるといえる。
この普通校では毎授業，導入で児童が学びたいという意欲をわかせて児童自身で，めあてを
作らせている。また，一般的に大学の附属小は学習意欲が高く，児童の知識量も豊富である。
このことからも好奇心旺盛の項目が高くなったのだと思われる。
以上の結果から，主要5因子性格調査により，小規模校の性格特性を普通校と比較し，そ
の特徴を具体的な数値で確認し，明らかにすることができた。しかし，課題としては普通校
の設定を改める必要があること，また，小規模校の母数が普通校に比べ少ないことなどが挙
げられる。最後に，今回の性格特性調査に際し，鹿児島県の小規模校の児童たち，関係の先
生方，また，長崎大学付属小学校の児童たち，関係の先生方には大変お世話になった．
に記し，感謝の意を表す次第である．
－208－
参照文献
1）久能弘道・佐藤美鶴（2002）「へき地・小規模校における不登校へのアプローチEーへ
き地・小規模校への転校事例を通してー」，へき地教育研究，第 57号， pp.79-90.
2）福田正次（1952）「複式学級における児童の性格特性」宮崎大学教育研究所
3）村上宣寛・村上千恵子（2008) 『主要5因子性格検査ハンドブック 性格測定の基礎
から主要5因子の世界へ改訂版』 学芸図書
4）学校教育法施行規則，第四章，小学校，第一節，設備編制，第四十一条
5）八尾市立小・中学校適正規模等審議会（2009）「第5回会議資料」
6）文部科学省中央審議会（2009）「小・中学校の設置・運営に関する在り方にする作業部
会，資料2，小・中学校の適正配置に関するこれまでの主な意見等の整理」
7) Wiggins, J.S., ＆τ'rapnell, P.D. (1996). A dyadic-interactional perspective on the five 
factor model. In J.S. Wiggins (Ed.), The five-factor model of personality: Theoretical 
perspectives (pp. 88ー162).New York, NY-Guilford Press. 
